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アミノ酸の科学

　この本に出会うまで，私のアミノ酸についての知
識は皆無だったといってよい。清涼飲料水の宣伝に
アミノ酸の効果が謳われていることは知っていたが，
それに対しても私の姿勢は半信半疑の域を出なかっ
た。しかしこの本を読み，生物全般にとってアミノ
酸は不可欠のものだということが理解できた。
　「人間はタンパク質でできている。」とは，以前何
かで聞いた事があった。しかし，そのタンパク質が
アミノ酸の結合によってできたものだとはこの本を
読んで初めて知った事だった。タンパク質がアミノ
酸で構成されているという事は，つまり人体はアミ
ノ酸で作られているということだ。更にさかのぼっ
て炭素や水素，窒素，酸素などの原子がアミノ酸を
構成している事を考えると何とも不思議な気持ちが
し，思わず傍らの自分の手をまじまじと見つめてし
まった。おそらく，原始大気の中からアミノ酸が生
まれ，それは生命体の構成の基ともなり，現代の私
達を形作るに至ったのだという事，つまり，生命の
源がアミノ酸なのだという発見は，私には本当に新
鮮な驚きだった。
　また，その生命の源であるアミノ酸が，現在では
旨み成分や筋肉疲労の回復，集中力の低下を抑えた
りする効果が見られる事は，生命体がアミノ酸で構
成されている事と素直につながっており説得力があ
った。
　何種類かのアミノ酸の投与で筋肉痛や筋肉疲労が
軽快したり，気力の増進を図ったり集中力低下を抑

えたりする効果が見られる事はスポーツ界でもよく
知られている，というのも興味深かった。これまで
の私は筋肉痛は激しい運動にはつきもの，としか考
えていなかった。今，筋肉痛は筋肉の損傷であり，
分岐鎖アミノ酸を補う事で筋肉の分解が抑えられ，
ある程度の筋肉痛を防ぐ事ができるという事を知り，
こうした事は人間の運動にとってとても有益なこと
であると思う。
　話題は変わるが，畜産動物の飼料として，今は大
豆かすがよく用いられているそうだ。これについて，
本書では一つの提案がなされていた。それは大豆に
代わってトウモロコシを飼料の主原料にしようとい
うものだ。トウモロコシに欠けているリジンを加え
てやれば，大豆よりも高効率な飼料となり得るとい
うのである。トウモロコシは栽培にかかる耕地面積
が大豆の四分の一程度で，同量の収穫が見込める。
耕地面積が縮小できれば，例えば農薬の使用量も減
らす事ができ，それは環境保全にもつながる，実情
にも適したよい案だと思う。
　この工夫が実現すれば，活用の場は大きく広がる
と私は思う。例えば，今でも世界の各地に食料問題
は絶えない。しかし先述のトウモロコシを利用して，
栄養素であるアミノ酸を作り，飢餓地域の人々へ送
る事が可能ならば，それは飢餓地域の人々を少しで
も救う事ができる素晴らしい手段となるのではない
だろうか。
　原始大気の中から生まれ，生命の源となったアミ
ノ酸は，今，新たに栄養素としての需要の道も広が
りつつある。アミノ酸の効果のさらなる発見も，そ
の有効な活用の道も，研究によって今後ますます多
方面に拡大していく事だろう。しかし，有効な活用
のためにはその正しい知識を私達個人個人が持つ事
が何より大切だと，この本を読み終えて私は強く感
じた。と同時に，人の身体の不思議─例えば自分の
身体に不足している栄養素を身体が認知すると，人
がそれを摂取するようにし向け，バランスを保とう
とする機能─の巧みさに感嘆した。
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